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＜連絡事項＞
・年末調整のお知らせ：11/2（金）より配布いたしますので、期日(11/15)までにご提出をお願い致します。尚、詳細につきましては添付の【年末調整について】をご覧ください。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不眠時の頓服残数無い為7回分処方となる。
・小向　静江様～点滴1日分処方となる。
・木村　格治様～抜歯し歯痛訴え、食事変更の希望あり。粥(大盛り)、キザミに食事変更している。
・向谷地　照夫様～常食にてむせ込みあり、粥、キザミに食事変更している。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中小声での独語あるが、粗暴性や興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放前にドア蹴りあるが一時的。開放中は奇声をあげての徘徊あるが、トラブルはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。眠気強く、食事や排泄以外は臥床している。食事は1/3～数口のみ摂取。バイタルサインに異常は無いが、活気なし。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫～バイタルサイン異常無し。瘻孔部からの排膿持続、腹満感あり

　　　　　　　圧痛あり。主治医より腹部Ⅹ-Pの指示あり施行。
・夏坂　浩美様～日中の熱発なし。食事は各食全量摂取されている。痰絡みあるが
　　　　　　　　自己排痰は出来ている。
・嶋守　敏雄様～血糖値143～228㎎/dlで経過し、身体不調の訴えはない。帰宅要求や他室侵入無し。
＜安ヶ平Dr診察情報＞
・中居　松男様～西病棟転出可　同前処方継続
・河原木　泰弘様～同前処方継続
・野田　敏治様～同前処方継続
・和田　昌様～今後、精査のため市民病院に受診方向

・藤井　崇史様～11/7　定期処方よりリスペリドン３錠→６錠へ増量処方
・神田　直樹様～本日就薬よりフルニトラゼパム錠（１ｍｇ）増量となる。
・鹿原　博夫様～腹部膨満あり、腹部レントゲン指示あり実施。ガスの貯留あるため、　　　　ガステール錠（４０）３錠　３×３日分
　　　　　　　　　　　　点滴７日分継続処方あり。
・下村　英三郎様～頭部CT上脳萎縮　脳室拡大
　　　　　　　　　　　　感冒症状の訴えあり。①ＰＬ　3日分　②イソジンガーグル　1本

エンシュアは不要とのことで処方なし。アローゼン（0.5）1Ｐ　7日分
継続処方。西病棟の移動可。
（新規入院患者）
氏    名：中村　美代子様　（なかむら　みよこ様）

  生年月日：昭和23年2月5日　70歳

  病    名：脳血管性認知症
  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

(経過）

　H３０年４月６日、路上で倒れているところを発見され、市立市民病院に搬送さ　

　れ、くも膜下出血及び前頭葉脳出血に対する手術を施行している。その後にリハ　ビリ目的で美保野病院に転院している。元々怒りっぽさはあったが、シダに夜間　の不穏やせん妄（もの盗られ、黒人がきた、殺させるなど）、幻聴、服薬拒否が　見られていた。介護に対する抵抗や粗暴行為も認められる。

H３０年１１月２日、東Cへ入院となる。
